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人体からは生命活動に伴い常に様々な音が発生しています。“聴診”と呼ばれるように、その音を聞き
取り、解析することにより、身体の機能や状態に関する有用な情報を得ることができます。本研究では
特に心音に着目し、音響信号の観測に基づく心臓・血管の機能や状態の推定に取り組んでいます。

マイクロホンを胸部など数か所に装着して心臓の活動をとらえます。とらえた音をもとに、異常の兆候
の無い度合い（正常度）を推定するとともに、音の特徴を説明する文章（説明文）を生成します。正常
度の推定と指定した詳しさでの説明文生成がテストデータに対し有効に機能することを確認しました。

専門病院では高度な検査機器や様々な検査手法により心臓や血管の状態の詳細な把握が可能に
なっていますが、熟練した医師は、聴診からも的確に病態を把握できるといいます。機械学習と対象
モデルの両面から、多くの人の病気の予防や早期発見に資する “AI 聴診器” の実現をめざします。

あなたの鼓動に耳を澄ます

音響観測に基づく血流動態の解析

Cardiohemodynamical analysis based on stethoscopic sounds

AI 聴診器のコンセプト

系列変換モデルによる説明文やスコアの生成

AI 聴診器 プロトタイプの動作例
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n 複数の小型マイクロホンを胸部に装着すれば、
有用な情報を聞き取って様々に可視化 （見える化）

n 異常の有無や病名の推定（従来のパターン認識）だけで
はなく、深層学習技術の活用により、例えば
心音の特徴を表す説明文の生成が可能 [1]

n 今後物理モデル[2] 【展示21】・信号モデルとの統合を
進め、私たちの“デジタルツイン”における心臓や血流
動態の可視化・解析ツールとして有効性を追求

図１： 心音収集部のプロトタイプ

図３： テストデータ [3] に対する正常度スコアの分布
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表１： 説明文の生成例
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20 心音に異常があります。

40 心音に収縮期雑音があります。

60 心音に収縮期雑音があり、心筋症の兆候の可能性があります。
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図４： 左上腕にて血圧測定中の心音・血流音の測定例

（各 Ch. において 上： 音響信号波形 下： スペクトログラム）

“心音に異常
があります”

図２： 本研究における系列変換モデルの構成例 [1]

（生成する説明文の
具体性・詳しさ・長さを調節）

閾値の設定に応じて
正常・異常データの有用な

判別が可能

詳細度の設定に応じて
有用な説明文が生成されている
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各音の音量・音色・タイミングは

血管や血流の物性を反映している

本研究の一部は、NTT （バイオメディカル情報科学研究センタ: BMC） から NTT Research,  
Inc. （生体情報処理研究所: MEI Lab.） への委託研究として実施しています。

音響信号から説明文や正常度スコアなどへの情報の変換が

エンコーダ・デコーダと呼ばれるニューラルネットワークで行われる
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